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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
達
仁
は
、
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
花
陽
と
一
緒
に
夏
休
み
に
北
斗
星
に
乗
っ
て
札
幌
・
富
良
野
・
小
樽
・

函
館
へ
旅
行
へ
行
っ
た
、
そ
の
時
北
斗
星
の
車
内
で
殺
人
事
件
が
起
き
た
、
次
々
と
起
き
る
連
続
殺
人

　
そ
し
て
犯
人
は
誰
な
の
か
?
そ
し
て
、
北
斗
星
で
旅
行
す
る
達
仁
達
に
魔
の
手
が
誘
う
!

　
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
３
０
周
年
記
念
書
き
下
ろ
し
サ
ス
ペ
ン
ス
乗
り
鉄
探
偵
南
　
達
仁
長
編
ス

ト
ー
リ
ー
第
５
弾
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登
場
人
物
・
登
場
車
両

　　
登
場
人
物

　　
南
　
達
仁

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生

　
小
学
生
の
頃
か
ら
乗
り
鉄
で
、
い
ろ
ん
な
列
車
に
乗
っ
て
旅
を
し
て
い
る

　
最
近
、
探
偵
小
説
に
ハ
マ
っ
て
る

　　
高
坂
　
穂
乃
果

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生

　
鉄
道
オ
タ
ク
だ
が
　
撮
り
鉄
担
当

　
特
に
駅
弁
や
食
堂
車
は
旅
行
の
楽
し
み

　　
南
　
こ
と
り

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
２
年
生
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み
ん
な
と
列
車
に
乗
る
の
は
好
き

　　
小
泉
　
花
陽

　
音
ノ
木
坂
学
院
　
高
校
１
年
生

　
臆
病
で
弱
虫
な
場
面
も
あ
る
が

　
鉄
道
は
初
め
て
で
あ
る

　
十
津
川
省
三

　
警
視
庁
捜
査
一
課
警
部

　
亀
井
刑
事

　
警
視
庁
捜
査
一
課
刑
事

　
清
水
刑
事

　
警
視
庁
捜
査
一
課
刑
事

　
日
下
刑
事

　
警
視
庁
捜
査
一
課
刑
事

　
西
本
刑
事

　
警
視
庁
捜
査
一
課
刑
事

　
北
条
刑
事
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警
視
庁
捜
査
一
課
刑
事

　
登
場
車
両

　
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
業
し
た
１
９
８
８
年
（
３
月
１
３
日
に
、
初
め
て
東
京
と
北
海
道
を
乗
り
換
え

な
し
で
直
行
す
る
列
車
と
し
て
運
行
を
開
始
し
た
。
定
期
運
行
当
時
、
走
行
距
離
　
１
，
２
１
４
．
７

　
ｋ
ｍ
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
運
行
す
る
定
期
旅
客
列
車
と
し
て
最
長
距
離
で
あ
っ
た
﹇
３
﹈。
こ
の
う

ち
Ｊ
Ｒ
線
　
１
，
０
１
０
．
８
　
ｋ
ｍ
で
あ
る
。
定
期
運
行
末
期
の
段
階
で
は
、
臨
時
列
車
も
含
め
た

全
旅
客
列
車
で
、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
に
次
ぎ
、
同
一
経
路
で
運
行
さ
れ
る
「
カ
シ
オ
ペ

ア
」
と
同
順
位
の
２
位
で
あ
っ
た
が
、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
廃
止
後
は
１
位
と
な
っ
た
。

　　
運
行
開
始
当
初
は
１
日
３
往
復
が
運
行
さ
れ
、
う
ち
１
往
復
は
臨
時
列
車
扱
い
だ
っ
た
。
１
９
８
９

年
（
平
成
元
年
）
３
月
１
１
日
に
は
３
往
復
全
て
が
定
期
列
車
と
な
っ
た
。
　

　
１
９
９
９
年
７
月
１
６
日
の
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
運
行
開
始
後
は
１
往
復
が
臨
時
列
車
に
格
下
げ
さ
れ
、

２
往
復
の
運
行
と
な
っ
た
。
ま
た
２
０
０
８
年
３
月
１
５
日
以
降
は
北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴

い
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
津
軽
海
峡
線
区
間
で
の
夜
間
工
事
時
間
帯
確
保
の
た
め
、
１
往
復
の
運
行

と
な
っ
た
。
　

　
客
室
設
備

　
個
室
寝
台
主
体
の
列
車
で
は
あ
る
が
、「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
と
は
異
な
り
、
乗
客
が
利
用
で
き
る
コ
ン
セ
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ン
ト
設
備
は
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
個
室
内
お
よ
び
各
車
の
共
用
洗
面
所
（
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
用
の
Ａ
Ｃ
１
０

０
Ｖ
電
源
）
の
み
だ
っ
た
。

「
ロ
イ
ヤ
ル
」
以
外
の
客
室
に
は
タ
オ
ル
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
は
常
備
さ
れ
て
い
な
い
。
石
鹸
が
各

車
の
共
用
洗
面
所
に
あ
る
ほ
か
は
、
就
寝
時
用
の
浴
衣
の
み
で
あ
る
た
め
、
食
堂
車
で
購
入
す
る
か
持

参
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
利
用
に
際
し
て
、
寝
台
料
金
に
加
え
運
賃
・
特
急
料
金
も
別
途
必
要
と
な
る
。
以
下
の
利
用

金
額
は
２
０
１
４
年
４
月
１
日
以
降
の
消
費
税
８
％
を
適
用
後
の
も
の
で
あ
る
。

　
Ａ
寝
台

　
ロ
イ
ヤ
ル
で
提
供
さ
れ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
　（
２
０
０
４
年
７
月
１
８
日
）
ロ
イ
ヤ
ル
本
列

車
の
最
高
級
室
で
あ
り
、
３
・
４
・
９
・
１
０
号
車
に
２
部
屋
ず
つ
設
置
さ
れ
た
１
名
用
個
室
。
補
助

ベ
ッ
ド
で
２
名
用
の
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
個
室
内
に
専
用
の

シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
（
シ
ャ
ワ
ー
の
温
水
は
延
べ
２
０
分
間
使
用
可
能
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ッ
ト
付
）、
ト
イ

レ
、
洗
面
台
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ビ
デ
オ
放
送
モ
ニ
タ
ー
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
ソ
フ
ト
面
で
も
、
乗

車
時
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
や
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
、
朝
刊
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
食
堂
車
直
結

の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
た
。
１
室
当
た
り
の
寝
台
料
金
は
１
７
，
６
７
０

円
（
補
助
ベ
ッ
ド
利
用
時
は
９
，
８
１
０
円
を
加
算
）。
ツ
イ
ン
デ
ラ
ッ
ク
ス
２
・
８
号
車
に
８
室
設
置

さ
れ
た
２
人
用
個
室
。
上
下
２
段
式
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
と
ビ
デ
オ
放
送
用
モ
ニ
タ
ー
、
小
型
デ
ス
ク
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な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
下
段
ベ
ッ
ド
を
起
こ
す
と
テ
ー
ブ
ル
付
の
ソ
フ
ァ
ー
に
も
な
っ
た
。
上

記
の
よ
う
な
ロ
イ
ヤ
ル
専
用
の
付
帯
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
く
、
寝
台
料
金
も
若
干
安
価
に
設
定
さ
れ

た
。
１
室
当
た
り
２
７
，
４
６
０
円
。

　
Ｂ
寝
台

　
個
室
タ
イ
プ
（
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
ソ
ロ
）、
従
来
の
２
段
式
開
放
タ
イ
プ
の
２
種
類
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
１
名
当
た
り
の
寝
台
料
金
は
同
額
（
６
，
４
８
０
円
）。
定
期
運
行
時
代
に
は
Ｂ
コ
ン
パ
ー
ト
と
呼
ば

れ
る
、
開
放
式
Ｂ
寝
台
に
鍵
付
き
の
ガ
ラ
ス
戸
を
取
り
付
け
た
簡
易
個
室
も
存
在
し
て
い
た
。
　

　
デ
ュ
エ
ッ
ト
４
・
１
０
号
車
に
７
室
設
置
さ
れ
て
い
る
２
人
用
個
室
。
上
段
と
下
段
の
２
タ
イ
プ
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
２
つ
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
が
平
行
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ソ
ロ
３
・
９
号
車
に
１
２

室
設
置
（
車
両
に
よ
り
１
３
室
で
運
行
さ
れ
る
場
合
あ
り
）
さ
れ
て
い
る
１
人
用
個
室
で
、
シ
ン
グ
ル

ベ
ッ
ド
。
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
同
様
に
上
段
と
下
段
の
２
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
開
放
式
Ｂ
寝
台
１
・
５
・
１

１
号
車
に
設
置
。
上
下
二
段
式
の
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
が
２
組
向
か
い
合
い
、
４
名
で
１
ブ
ロ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。
通
路
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
は
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
。

　
食
堂
車
「
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
」

　
本
列
車
は
食
堂
車
を
連
結
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
"
北
斗
七
星
"
の
意
で
「
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ

オ
」　（
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｔ
）　
と
命
名
さ
れ
た
食
堂
車
が
７
号
車
に
組
成
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
料
理
や
和
食
、
軽
食
類
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
子
会
社
で
あ
る
日
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本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
が
営
業
を
担
当
し
た
。
　

　
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ー
ス
か
懐
石
御
膳
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
た
。
事
前
予
約

制
で
、
乗
車
日
３
日
前
ま
で
に
み
ど
り
の
窓
口
で
食
事
券
を
購
入
し
た
乗
客
の
み
が
利
用
で
き
た
。
ま

た
、
Ａ
寝
台
の
乗
客
は
、
懐
石
御
膳
に
限
り
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
。
定
期
列
車
末
期
は
上
り
列
車

は
２
タ
ー
ム
で
営
業
し
、
下
り
列
車
は
発
車
が
１
９
時
台
と
遅
い
た
め
、
１
タ
ー
ム
の
み
で
あ
っ
た
（
臨

時
化
後
は
下
り
列
車
で
も
２
タ
ー
ム
で
営
業
さ
れ
た
）。
パ
ブ
タ
イ
ム
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
終
了
後
に
軽

食
類
を
提
供
す
る
営
業
時
間
帯
で
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
ア
ラ
カ
ル
ト
、
お
つ
ま

み
・
デ
ザ
ー
ト
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
が
提
供
さ
れ
た
。
予
約
不
要
で
、
全
乗
客
が
利
用
可
能
で
あ
っ

た
。
パ
ブ
タ
イ
ム
は
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
終
了
後
の
案
内
放
送
か
ら
開
始
。
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
は
２
２

時
３
０
分
、
営
業
終
了
は
２
３
時
０
０
分
だ
っ
た
。
モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
６
時
３
０
分
よ
り
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
た
。
和
食
と
洋
食
が
選
べ
た
。
予
約
は
不
要
で
、
全
乗
客
が
利
用
可
能
で
あ
っ

た
。

　
ロ
ビ
ー
カ
ー

　
６
号
車
は
ロ
ビ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
全
て
の
乗
客
が
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ァ
や
飲
料
自
動
販
売

機
、
共
用
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
シ
ャ
ワ
ー
の
温
水
は
１
名
当
た
り
延
べ
６
分
間
使

用
可
能
。
利
用
時
は
シ
ャ
ワ
ー
券
（
３
２
０
円
）
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
な
お
、
共
用
シ
ャ
ワ
ー

室
に
タ
オ
ル
・
石
鹸
・
シ
ャ
ン
プ
ー
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
シ
ャ
ワ
ー
券
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と
一
緒
に
購
入
す
る
か
、
持
参
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
　

　
な
お
、
ロ
ビ
ー
カ
ー
は
客
車
が
全
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
所
属
車
と
な
っ
た
２
０
１
５
年
３
月
１
４
日
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
７
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
４
両
あ
っ
た
全
室
ロ
ビ
ー
カ
ー
の
う
ち
廃
車
を
免

れ
唯
一
保
留
車
（
突
発
的
に
「
北
斗
星
」
の
運
用
に
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
な
っ
て
い
た
１
両
を
使
用

し
た
。
２
０
１
５
年
３
月
１
４
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
以
降
は
、
自
動
販
売
機
は
利
用
で
き
な
か
っ
た

　
本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
海
底
ト
ン
ネ
ル
。
　
１
９
５
４
年
津
軽
海
峡
連
絡
隧
道
技
術
調
査
委
員
会

が
発
足
，
諸
調
査
の
結
果
，
湧
水
や
軟
弱
部
に
遭
遇
す
る
困
難
は
あ
る
が
，
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
可
能
と

結
論
。
こ
れ
を
引
継
ぎ
，
日
本
鉄
道
建
設
公
団
青
函
建
設
局
で
　
６
４
年
か
ら
調
査
坑
の
掘
削
に
着
手

し
，
７
１
年
に
調
査
を
終
了
，
本
州
側
の
青
森
県
東
津
軽
郡
今
別
町
浜
名
と
北
海
道
側
の
上
磯
郡
知
内

町
湯
里
間
を
結
ぶ
全
長
　
５
３
．
８
５
ｋ
ｍ
　（
海
底
部
　
２
３
．
３
ｋ
ｍ
）　
の
本
ト
ン
ネ
ル
は
，
７

１
年
　
１
１
月
　
１
４
日
　（
北
海
道
側
）　
，
１
５
日
　（
本
州
側
）　
起
工
式
が
行
わ
れ
，
本
格
的
な

掘
削
が
進
め
ら
れ
た
。
海
底
部
の
施
工
は
，
水
平
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
前
方
の
地
質
状
態
を
確
認
し

な
が
ら
，
先
進
導
坑
と
作
業
坑
を
先
進
さ
せ
，
作
業
坑
の
あ
と
を
追
っ
て
本
坑
を
掘
進
す
る
。
海
峡
の

水
深
は
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
　
１
４
０
ｍ
あ
る
が
，
ト
ン
ネ
ル
は
こ
の
海
底
か
ら
，
さ
ら
に
　
１
０
０

ｍ
の
地
下
を
通
る
。
　
８
８
年
３
月
　
１
３
日
開
業
。
世
界
最
長
。
　

　
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
通
過
す
る
列
車

　
寝
台
特
急
・
北
斗
星
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夜
行
急
行
・
は
ま
な
す

　
寝
台
特
急
・
日
本
海

　
　
快
速
・
海
峡

　
Ｌ
特
急
・
は
つ
か
り

8  登場人物・登場車両



第
１
章
　
上
野
発
・
１
６
時
４
０
分

　　
達
仁
は
、
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
一
緒
に
北
海
道
へ
旅
行
す
る
と
話
を
し
ま
し
た
。

「
ね
ぇ
、
穂
乃
果
、
こ
と
り
北
海
道
の
列
車
旅
行
し
よ
う
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。」

「
へ
ぇ
ー
っ
、
北
海
道
か
、
私
前
か
ら
寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
に
乗
っ
て
み
た
い
な
。」

「
あ
あ
、
上
野
か
ら
札
幌
へ
行
く
や
つ
だ
ね
。」

「
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
、
私
大
好
き
な
の
こ
の
列
車
。」

「
そ
う
か
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
寝
台
特
急
が
好
き
な
ん
だ
よ
ね
。」

「
だ
っ
て
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
何
だ
も
ん
。」

　
穂
乃
果
は
、
花
陽
に
声
を
か
け
た
。

「
あ
っ
、
花
陽
ち
ゃ
ん
発
見
。」

「
あ
っ
、
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
に
達
仁
君
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
夏
休
み
に
俺
達
と
北
海
道
旅
行
し
よ
う
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。」

「
い
い
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
そ
の
寝
台
特
急
・
北
斗
星
っ
て
な
あ
に
。」
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「
昭
和
６
３
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
の
に
合
わ
せ
て
新
し
く
登
場
し
た
夜
行

列
車
な
ん
だ
っ
て
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」

「
そ
の
列
車
、
前
か
ら
乗
っ
て
見
た
か
っ
た
の
よ
。」

「
そ
う
な
の
か
、
こ
と
り
。」

「
う
ん
。」

「
じ
ゃ
あ
、
今
年
の
夏
休
み
に
乗
ろ
う
か
。」

「
い
い
ね
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
今
年
の
夏
休
み
に
北
斗
星
に
乗
っ
て
北
海
道
へ
行
く
事
に
し

ま
し
た
。

　
上
野
駅

　
夏
休
み
の
日
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
寝
台
特
急
・
北
斗
星
に
乗
る
た
め
上
野
駅
へ
向
か
っ
た
。

「
上
野
駅
に
来
た
の
ね
。」

「
上
野
駅
は
北
国
の
出
発
点
だ
か
ら
さ
。」

「
そ
う
だ
ね
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
ら
上
野
か
ら
夜
行
列
車
で
一
緒
だ
っ
た
よ
ね
。」

「
あ
あ
、
前
の
旅
行
の
時
か
。」

「
う
ん
。」
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そ
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

「
ま
も
な
く
ー
、
１
３
番
ホ
ー
ム
に
東
北
本
線
周
り
寝
台
特
急
・
北
斗
星
１
号
札
幌
行
が
入
線
し
て
き
ま

す
、
黄
色
い
線
の
内
側
に
下
が
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
、
列
車
が
到
着
し
ま
す
ご
注
意
く
だ
さ
い
。」

「
う
わ
ー
っ
、
こ
れ
が
寝
台
特
急
・
北
斗
星
ね
。」

「
う
わ
ぁ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
よ
。」

「
私
も
、
新
し
い
電
車
に
乗
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
、
楽
し
み
だ
よ
。」

「
北
斗
星
の
他
に
も
ね
、
後
は
夜
行
急
行
「
は
ま
な
す
」
と
快
速
「
海
峡
」
と
Ｌ
特
急
「
は
つ
か
り
」
も

函
館
ま
で
伸
ば
し
た
ん
だ
よ
。」

「
へ
ぇ
ー
、
凄
い
情
報
ネ
。」

「
う
ん
、
前
に
調
べ
て
お
い
た
の
さ
。」

「
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
花
陽
、
は
や
く
乗
る
ぞ
。」

「
う
ん
。」

「
あ
、
待
っ
て
よ
、
達
仁
君
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
。

「
ま
も
な
く
１
３
番
乗
り
場
に
寝
台
特
急
「
北
斗
星
１
号
」
札
幌
行
が
発
車
し
ま
す
、
ド
ア
が
閉
ま
り
ま

す
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。」

　
ピ
ィ
ー
ッ
!
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１
６
時
４
０
分
、
北
斗
星
１
号
は
上
野
を
発
車
し
た
。

　
寝
台
特
急
・
北
斗
星
１
号
は
上
野
を
１
６
時
４
０
分
に
発
射
し
、
大
宮
、
宇
都
宮
、
仙
台
、
盛
岡
、
青

森
、
函
館
、
室
蘭
、
苫
小
牧
、
千
歳
、
終
着
札
幌
に
は
、
８
時
５
３
分
に
着
く
約
１
６
時
間
の
旅
で
あ

る「
私
た
ち
は
、
個
室
寝
台
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
し
た
ん
だ
よ
。」

「
４
人
用
個
室
ね
。」

「
う
ん
、
こ
の
寝
台
は
ね
あ
さ
か
ぜ
と
さ
く
ら
で
も
人
気
な
ん
だ
っ
て
。」

「
へ
ぇ
、
こ
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
人
気
な
ん
だ
。」

「
達
仁
君
っ
て
、
鉄
道
が
好
き
な
ん
だ
ね
。」

「
う
ん
。」

　
郡
山
に
近
づ
く
と
、
夕
食
の
時
間
だ
、
楽
し
い
食
堂
の
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
だ
、
穂
乃
果
達
は
肉
の
フ

ラ
ン
ス
料
理
で
あ
る
、
い
ろ
ん
な
会
話
し
て
い
る
間
に
、
東
北
本
線
を
通
っ
て
行
く
。

「
窓
を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
も
楽
し
い
よ
ね
。」

「
う
ん
、
北
斗
星
に
は
ね
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
人
気
な
ん
だ
っ
て
。」

「
ね
ぇ
、
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
他
に
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
?
。」

「
肉
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
他
に
は
ね
、
後
は
魚
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
が
食
べ
れ
る
フ

ラ
ン
ス
料
理
と
か
海
峡
御
膳
も
あ
る
ん
だ
。」
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「
凄
い
ね
、
達
仁
君
っ
て
。」

「
俺
も
小
学
生
の
時
に
父
さ
ん
と
一
緒
に
ね
。」

「
私
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
初
め
て
な
の
?
。」

　
と
、
花
陽
は
言
っ
た
。

「
本
当
。」

　
穂
乃
果
と
達
仁
は
食
事
を
済
ま
せ
た
後
、
ロ
ビ
ー
カ
ー
で
車
窓
を
眺
め
て
い
た
。

「
ね
ぇ
達
仁
君
、
依
然
行
っ
た
と
き
は
に
こ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
行
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
に
こ
ち
ゃ
ん
も
行
き

た
か
っ
た
か
な
。」

「
そ
う
だ
ね
、
あ
い
つ
は
絵
里
と
真
姫
と
一
緒
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
に
乗
る
っ
て
ね
。」

「
誰
と
誘
っ
た
ん
だ
ろ
う
。」

　
と
こ
ろ
が
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
が
乗
っ
た
北
斗
星
に
事
件
が
起
き
た
。
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第
２
章
　
ロ
イ
ヤ
ル
Ａ
で
殺
人

　　
そ
し
て
、
事
件
は
起
き
た
、
男
は
個
室
Ａ
寝
台
ロ
イ
ヤ
ル
に
や
っ
て
来
た
、
男
は
コ
ル
ト
・
ガ
バ
メ

ン
ト
４
５
口
径
を
取
り
出
し
、

　
部
屋
に
ノ
ッ
ク
を
し
た
、
列
車
は
仙
台
に
入
っ
た
。

「
誰
な
ん
だ
こ
ん
な
時
間
に
。」

　
男
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
を
片
手
に
持
っ
て
い
た
、
サ
ン
グ
ラ
ス
と
ト
レ
ー
ド
坊
と
コ
ー
ト
と
黒
づ
く
め

の
男
だ
っ
た
。

「
お
、
お
お
、
お
前
は
。」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン
、

　
車
内
に
銃
声
が
響
い
た
、
そ
の
時
、
１
人
の
女
性
が
ロ
イ
ヤ
ル
に
入
っ
た
ら
、
血
ま
み
れ
の
男
が
倒

れ
て
い
た
。

「
キ
ャ
ー
ッ
!
。」

　
と
女
性
が
悲
鳴
を
上
げ
た
。

「
ど
う
し
た
、
一
体
何
事
か
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
は
個
室
Ａ
寝
台
に
行
っ
て
見
る
と
そ
れ
は
男
の
人
が
死
ん
で
い
た
の
だ
。
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「
穂
乃
果
、
車
掌
を
呼
ん
で
来
い
。」

「
わ
か
っ
た
。」

　
穂
乃
果
は
、
早
速
車
掌
を
呼
び
に
行
っ
て
来
た
。

「
ど
う
か
し
ま
し
た
。」

「
個
室
寝
台
で
人
が
死
ん
で
い
る
ん
で
す
。」

「
え
っ
、
何
だ
っ
て
。」

　
穂
乃
果
は
車
掌
を
連
れ
て
ロ
イ
ヤ
ル
Ａ
に
や
っ
て
来
た
。

「
ど
う
、
達
仁
君
。」

「
だ
め
だ
、
死
ん
で
る
よ
。」

「
え
え
っ
。」

　
寝
台
特
急
・
北
斗
星
１
号
は
仙
台
駅
を
通
過
し
た
。

「
ロ
イ
ヤ
ル
の
次
は
ど
こ
で
殺
し
が
起
き
る
の
か
」

「
犯
人
は
、
必
ず
現
れ
る
、
ど
こ
で
下
車
す
る
の
か
な
?
」

「
犯
人
は
ど
う
や
っ
て
個
室
Ａ
寝
台
に
入
っ
た
の
か
、
ど
う
や
っ
て
入
っ
た
の
か
。」

「
こ
の
個
室
は
、
カ
ー
ド
キ
ー
で
入
れ
る
は
ず
だ
よ
な
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
何
が
あ
っ
た
の
達
仁
君
。」

　
そ
こ
へ
、
こ
と
り
が
や
っ
て
来
た
。
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「
こ
と
り
、
ど
こ
へ
行
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

「
シ
ャ
ワ
ー
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

「
あ
っ
、
今
ね
不
審
者
は
見
な
か
っ
た
か
。」

「
え
っ
、
私
は
シ
ャ
ワ
ー
し
て
た
か
ら
見
な
か
っ
た
よ
。」

「
そ
う
か
。」

「
Ａ
寝
台
で
何
か
あ
っ
た
の
?
。」

「
ロ
イ
ヤ
ル
で
男
性
の
死
体
だ
よ
。」

「
え
え
、
ロ
イ
ヤ
ル
で
殺
人
。」

「
う
ん
。」

　
達
仁
は
、
中
で
不
審
な
物
は
な
か
っ
た
か
調
べ
て
見
た
。

「
薬
き
ょ
う
が
落
ち
て
る
、
恐
ら
く
４
５
口
径
だ
。」

「
被
害
者
は
商
会
の
人
み
た
い
だ
な
、
肺
と
心
臓
を
狙
っ
て
打
っ
た
の
か
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
一
体
何
の
た
め
に
こ
ん
な
事
を
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
こ
の
前
十
津
川
警
部
か
ら
聞
い
た
ん
た
け
ど
有
楽
町
の
宝
石
店
で
強
盗
が
あ
っ
た
ん

だ
。」

「
え
え
、
そ
れ
本
当
。」

「
う
ん
。」
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「
犯
行
時
刻
は
午
前
１
０
時
１
５
分
頃
、
サ
ン
グ
ラ
ス
と
テ
キ
サ
ス
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
男
の
２
人
が

押
し
入
り
１
０
０
０
万
円
相
当
の
宝
石
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
、
犯
人
の
２
人
は
シ
ル
バ
ー
の
ホ
ン
ダ
・

ア
コ
ー
ド
で
逃
走
し
た
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
そ
の
宝
石
強
盗
の
。」

「
い
や
、
わ
か
ら
ん
、
そ
こ
ま
で
は
。」

　
そ
し
て
、
穂
乃
果
は
車
掌
に
知
ら
せ
た
後
、
警
乗
し
て
い
た
鉄
道
警
察
隊
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。

「
あ
な
た
が
通
報
し
た
方
で
す
ね
、
名
前
は
。」

「
僕
は
音
ノ
木
坂
学
院
に
通
う
、
南
　
達
仁
と
言
い
ま
す
。」

「
何
、
南
　
達
仁
。」

「
あ
の
高
校
生
探
偵
の
。」

「
え
え
、
被
害
者
は
拳
銃
で
撃
ち
殺
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
解
っ
た
の
。」

「
恐
ら
く
、
宝
石
強
盗
の
仲
間
割
れ
か
も
し
れ
な
い
。」

「
確
か
犯
人
は
２
人
組
っ
て
言
っ
て
た
わ
よ
ね
。」

「
そ
れ
が
さ
、
２
人
で
は
な
く
３
人
の
可
能
性
の
あ
る
ん
だ
。」

「
え
っ
、
３
人
。」
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「
実
は
、
花
陽
の
ク
ラ
ス
に
学
校
に
来
て
い
な
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
ん
で
す
。」

　
ま
も
な
く
、
寝
台
特
急
「
北
斗
星
１
号
」
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
。

「
ロ
イ
ヤ
ル
の
次
は
ど
こ
で
殺
し
が
起
き
る
の
か
」

「
犯
人
は
、
必
ず
現
れ
る
、
ど
こ
で
下
車
す
る
の
か
な
?
」

　
花
巻
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
い
よ
い
よ
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
、
そ
し
て
、
第
２
の
事
件
が
起
き
た
。

　
黒
ず
く
め
の
男
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
を
取
り
出
し
、
そ
し
て
、
男
は
ガ
バ
メ
ン
ト
を
片
手
に
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン
と
３
発
発
砲
。

　
男
は
、
窓
を
破
り
、
列
車
に
窓
を
破
り
、
そ
の
ま
ま
、
竜
飛
海
底
駅
で
姿
を
消
し
た
。

「
達
仁
君
、
犯
人
が
姿
を
消
え
た
。」

「
何
だ
と
っ
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
は
、
車
内
を
捜
査
し
た
、
だ
が
、
男
は
姿
を
も
う
い
な
か
っ
た
。

「
く
そ
ー
っ
、
逃
げ
ら
れ
た
か
。」

「
犯
人
は
何
者
か
な
。」
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第
３
章
　
吉
岡
海
底
駅

　　
そ
し
て
、
吉
岡
海
底
駅
に
到
着
し
た
「
北
斗
星
１
号
」
は
運
転
停
車
し
て
い
た
、
既
に
現
場
検
証
を

し
て
い
た
。

「
ど
う
も
、
北
海
道
警
察
の
橘
で
す
。」

「
警
部
、
発
見
者
は
こ
の
２
人
で
す
。」

「
そ
う
か
、
確
か
音
ノ
木
坂
学
院
の
。」

「
は
い
、
南
　
達
仁
で
す
。」

「
私
は
高
坂
　
穂
乃
果
で
す
。」

「
こ
の
２
人
は
確
か
、
高
校
生
探
偵
の
。」

「
は
い
、
俺
達
は
夏
休
み
に
寝
台
特
急
・
北
斗
星
に
乗
っ
て
北
海
道
へ
行
く
事
に
な
っ
た
ん
で
す
。」

「
犬
養
、
被
害
者
の
身
元
は
分
か
っ
た
の
か
。」

「
ロ
イ
ヤ
ル
で
殺
さ
れ
た
の
は
、
江
川
商
会
の
村
瀬
健
太
郎
さ
ん
４
７
歳
。」

「
住
所
は
。」

「
東
京
都
の
有
楽
町
で
す
。」

「
そ
う
か
、
凶
器
は
。」
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「
凶
器
は
拳
銃
で
射
殺
さ
れ
た
模
様
、
薬
莢
か
ら
４
５
Ａ
Ｐ
Ｃ
弾
と
判
明
し
て
い
ま
す
。」

「
す
る
と
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
で
銃
声
が
し
て
黒
ず
く
め
の
男
が
消
え
た
と
。」

　
そ
こ
へ
、
一
人
の
鉄
道
警
察
隊
の
刑
事
が
橘
警
部
に
伝
え
た
。

「
警
部
、
白
神
崎
で
死
体
発
見
。」

「
よ
し
っ
、
す
ぐ
行
く
。」

　
白
神
崎
で
男
性
の
死
体
が
見
つ
か
っ
た
、
な
ん
と
達
仁
が
行
方
不
明
で
捜
索
し
て
い
た
花
陽
の
同
級

生
だ
っ
た
。

「
あ
っ
、
誠
司
君
。」

「
君
、
そ
の
子
を
知
っ
て
る
の
か
ね
。」

「
う
ん
、
そ
の
子
花
陽
ち
ゃ
ん
の
同
級
生
な
の
。」

「
誠
司
君
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
に
。」

　
花
陽
は
、
担
架
に
乗
せ
た
誠
司
の
前
で
泣
い
た
。

「
安
相
　
誠
司
さ
ん
に
間
違
い
な
い
で
す
ね
。」

「
は
い
、
私
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
す
。」

「
安
相
君
は
６
月
以
降
に
音
ノ
木
坂
に
来
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
達
仁
は
、
北
斗
星
の
事
件
の
事
を
十
津
川
警
部
に
連
絡
し
た
。
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警
視
庁
捜
査
一
課

「
う
ん
、
安
相
誠
司
、
わ
か
っ
た
、
こ
っ
ち
も
調
べ
て
見
る
。」

　
と
、
電
話
を
切
っ
た
。

「
亀
さ
ん
、
日
下
、
安
相
誠
司
の
身
元
を
調
べ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
亀
井
と
日
下
は
、
安
相
誠
司
の
身
元
を
調
べ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

「
花
陽
、
泣
く
な
よ
必
ず
俺
達
が
犯
人
を
見
つ
け
て
や
る
。」

「
あ
り
が
と
う
、
達
仁
君
。」

「
さ
ぁ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
戻
ろ
う
、
明
日
は
札
幌
と
富
良
野
に
行
く
ん
だ
か
ら
。」

「
う
ん
。」

　
や
が
て
、
北
斗
星
１
号
は
北
海
道
に
入
っ
た
、
函
館
で
８
分
停
車
す
る
の
だ
、
函
館
か
ら
Ｄ
Ｄ
５
１

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
２
台
を
連
結
し
て

　
札
幌
ま
で
ひ
っ
ぱ
る
の
だ
、
ま
た
、
方
向
が
変
わ
っ
て
函
館
本
線
に
入
り
、
室
蘭
本
線
、
千
歳
線
に

経
由
し
て
札
幌
ま
で
向
か
っ
た

　
顔
を
洗
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
。

　
穂
乃
果
は
「
な
れ
な
い
ベ
ッ
ト
だ
か
ら
、
ど
う
も
へ
ん
だ
わ
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
は
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
に
先
に
朝
食
を
し
て
い
た
。
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ブ
ー
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
、
ふ
っ
く
ら
オ
ム
レ
ツ
。
北
斗
星
は
今
登
別
。
北
海
道
の
朝
だ
。

「
お
早
う
達
仁
君
、
も
う
朝
食
な
の
。」

「
う
ん
、
こ
と
り
と
花
陽
は
よ
く
眠
れ
た
。」

「
よ
く
眠
れ
た
わ
。」

「
今
日
は
札
幌
を
観
光
し
て
、
午
後
か
ら
は
富
良
野
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
花
陽
ち
ゃ
ん
富
良
野
に
行
き
た
い
っ
て
言
っ
て
た
わ
。」

「
う
ん
、
私
前
か
ら
行
っ
て
見
た
か
っ
た
の
よ
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
荷
物
を
纏
め
て
札
幌
へ
降
り
る
準
備
を
し

た
。

「
い
よ
い
よ
札
幌
だ
ね
。」

「
う
ん
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
が
乗
っ
た
北
斗
星
１
号
は
、
午
前
８
時
５
３
分
、
札
幌
に
着
い
た
。
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第
４
章
　
札
幌
・
富
良
野
観
光

　　
札
幌
市
内

　「
結
構
に
ぎ
や
か
だ
ね
札
幌
っ
て
。」

　「
札
幌
の
時
計
台
は
も
う
す
ぐ
だ
よ
ね
。」

　「
お
っ
、
や
っ
と
時
計
台
だ
。」

　「
達
仁
君
、
早
く
、
早
く
。」

　「
じ
ゃ
あ
、
撮
る
ぞ
。」

　　
カ
シ
ャ
ッ
。
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時
計
台
を
見
物
し
て
い
る
と
、
も
う
す
ぐ
昼
食
の
時
間
だ
。

　「
札
幌
と
言
え
ば
ス
ー
プ
カ
レ
ー
だ
よ
ね
。」

　「
私
も
食
べ
て
み
た
い
わ
。」

　「
じ
ゃ
あ
、
俺
は
何
と
言
っ
て
も
札
幌
ラ
ー
メ
ン
だ
。」

　「
ふ
ふ
ふ
、
達
仁
君
は
凜
ち
ゃ
ん
と
同
じ
だ
ね
。」

　「
ハ
ハ
ハ
、
一
度
は
食
べ
て
見
た
か
っ
た
ん
だ
。」

　
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
銅
像
も
見
物
し
ま
し
た
。

　
カ
シ
ゃ
。

　
花
陽
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
銅
像
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

　
そ
し
て
、
札
幌
を
見
物
し
た
後
午
後
か
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
見
に
行
く
た
め
富
良
野
へ
向
か
っ
た
。

「
次
の
富
良
野
行
は
こ
れ
に
乗
れ
ば
い
い
の
か
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
函
館
本
線
と
根
室
本
線
に
乗
り
次
い
で
富
良
野
へ
向
か
っ
た
。
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「
ラ
ベ
ン
タ
ー
見
ご
ろ
か
な
。」

「
花
陽
も
ラ
ベ
ン
ダ
ー
見
た
い
よ
。」

「
う
ん
、
な
ん
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
よ
。」

　
富
良
野

　
フ
ァ
ー
ム
富
田
に
来
た
香
澄
と
穂
乃
果
達
は
、
花
畑
を
回
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
達
仁
は
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
や
ゆ
で
ア
ス
パ
ラ
等
を
食
べ
て
い
た
。

　
達
仁
と
花
陽
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ラ
ム
ネ
を
飲
ん
だ
、

「
う
ー
ん
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が
す
る
。」

「
本
当
だ
。」

　
こ
と
り
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
、
キ
レ
イ
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
囲
ま
れ
、
い
い
匂
い
に

誘
わ
れ
て
、
富
良
野
を
巡
っ
た
。

「
い
い
香
り
だ
ね
。」

「
う
ん
、
や
っ
ぱ
り
富
良
野
も
素
敵
ね
。」

　
達
仁
は
、
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
一
緒
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
で
記
念
撮
影
し
た
。

　
カ
シ
ャ
ッ
。

「
あ
り
が
と
う
、
達
仁
君
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
達
は
再
び
札
幌
へ
戻
っ
た
、
今
日
の
夕
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
だ
。
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「
今
日
の
夕
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
だ
。」

「
わ
ー
い
っ
。」

「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
言
え
ば
、
白
い
ご
飯
が
合
い
そ
う
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
札
幌
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
店
で
夕
食
を
食
べ
た
。

「
う
わ
ー
、
よ
く
焼
け
て
る
ね
。」

「
う
ん
、
御
飯
が
合
い
そ
う
だ
よ
。」

　
花
陽
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
御
飯
と
一
緒
に
食
べ
た
。

「
楽
し
い
よ
ね
、
達
仁
君
と
一
緒
に
旅
行
す
る
の
は
。」

「
い
い
夏
の
思
い
出
に
し
よ
う
ね
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
夜
の
札
幌
を
巡
り
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ
た
。

「
い
い
街
だ
ね
、
札
幌
は
。」

「
凜
ち
ゃ
ん
も
行
き
た
か
っ
た
か
な
?
」

「
う
ん
、
あ
い
つ
の
ラ
ー
メ
ン
好
き
に
は
敵
わ
な
い
な
。」

「
そ
う
ね
。」

「
明
日
は
、
小
樽
だ
よ
ね
。」

「
う
ん
、
実
は
な
鉄
道
記
念
館
も
行
っ
て
見
た
く
な
い
。」
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「
そ
う
言
え
ば
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
小
樽
に
行
く
と
き
に
見
物
し
て
来
い
っ
て
言
っ
て
た
わ
。」

　
達
仁
達
は
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
て
、
明
日
は
小
樽
へ
向
か
っ
た
。
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第
５
章
　
小
樽

　　
次
の
日
、
達
仁
達
は
小
樽
運
河
と
鉄
道
記
念
館
へ
観
光
す
る
の
で
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花

陽
は
札
幌
駅
で
小
樽
行
き
の
列
車
を
待
っ
て
い
た
。

「
札
幌
と
富
良
野
楽
し
か
っ
た
ね
。」

「
う
ん
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
も
き
れ
い
だ
っ
た
わ
。」

「
で
も
、
達
仁
君
も
一
緒
で
良
か
っ
た
よ
。」

「
次
の
小
樽
行
の
快
速
「
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
は
９
時
３
０
分
か
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
昨
日
の
札
幌
と
富
良
野
こ
と
を
話
し
た
。

「
昨
日
食
べ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
美
味
し
か
っ
た
わ
。」

「
う
ん
。」

「
御
飯
が
合
い
そ
う
だ
よ
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
が
乗
る
快
速
「
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
が
入
線
し
て
き
た
。

「
う
わ
っ
、
７
１
１
系
の
快
速
列
車
だ
。」

　
穂
乃
果
は
カ
メ
ラ
で
７
１
１
系
の
写
真
を
カ
メ
ラ
で
収
め
た
。
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「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
、
は
や
く
乗
る
よ
。」

「
穂
乃
果
、
置
い
て
く
ぞ
。」

「
待
っ
て
よ
。」

　
９
時
３
０
分
、
札
幌
駅
か
ら
小
樽
行
の
快
速
「
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
は
発
車
し
た
。

「
札
幌
か
ら
は
函
館
本
線
の
山
線
を
通
っ
て
小
樽
へ
行
く
ん
だ
ぞ
。」

「
凄
い
ね
、
達
仁
君
。」

　
１
０
時
０
４
分
、
快
速
「
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
は
小
樽
へ
到
着
し
た
。

「
こ
こ
が
小
樽
ね
。」

「
小
樽
は
楽
し
そ
う
だ
よ
。」

「
小
樽
と
言
え
ば
、
鉄
道
記
念
館
だ
よ
。」

「
鉄
道
記
念
館
。」

「
う
ん
、
小
樽
の
観
光
名
所
何
だ
っ
て
。」

　
小
樽
鉄
道
記
念
館

「
う
わ
ー
っ
、
い
ろ
ん
な
列
車
が
い
っ
ぱ
い
だ
。」

　
達
仁
は
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
香
澄
と
り
み
と
沙
綾
と
た
え
と
記
念
撮
影

し
た
、
こ
れ
で
楽
し
い
北
海
道
の
旅
行
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

「
う
わ
ー
、
列
車
が
い
っ
ぱ
い
だ
。」
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「
北
海
道
の
博
物
館
の
中
で
も
一
番
人
気
な
ん
だ
っ
て
。」

「
凄
い
ね
っ
。」

　
穂
乃
果
は
、
キ
ハ
８
０
系
の
中
を
見
学
し
た
。

「
こ
れ
が
キ
ハ
８
２
系
ね
、
北
海
や
お
お
と
り
に
使
わ
れ
た
ん
だ
ね
。」

　
穂
乃
果
は
、
座
席
を
坐
っ
て
み
た
。

「
な
ん
か
、
列
車
気
分
だ
。」

　
そ
こ
へ
、
花
陽
は
穂
乃
果
に
声
を
掛
け
た
。

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
の
客
車
と
郵
便
客
車
も
す
ご
い
よ
。」

「
こ
れ
は
凄
い
よ
、
花
陽
ち
ゃ
ん
。」

「
う
ん
、
な
ん
か
列
車
に
乗
っ
て
通
学
し
て
る
み
た
い
だ
ね
。」

「
音
ノ
木
に
行
く
と
き
は
普
通
電
車
だ
け
ど
。」

「
そ
う
ね
。」

「
こ
と
り
ち
ゃ
ん
、
達
仁
君
、
こ
こ
よ
。」」

「
お
ー
い
、
穂
乃
果
、
花
陽
。」

　
達
仁
は
カ
メ
ラ
で
赤
い
電
気
機
関
車
で
記
念
撮
影
し
た
。

「
小
樽
っ
て
、
鉄
道
記
念
館
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。」

「
う
ん
、
運
河
の
き
れ
い
だ
よ
。」
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「
え
、
本
当
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
小
樽
運
河
を
周
る
こ
と
に
し
た
。

　
小
樽
運
河

「
キ
レ
イ
ね
、
小
樽
運
河
っ
て
。」

「
本
当
ね
。」

「
鉄
道
記
念
館
の
他
に
も
見
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。」

　
キ
ャ
ー
ッ
!

　
と
、
２
人
の
カ
ッ
プ
ル
が
悲
鳴
を
上
げ
た
。

「
ど
う
し
た
。」

「
え
っ
、
ま
さ
か
。」

　
そ
し
て
、
小
樽
で
も
殺
人
事
件
が
起
き
た
。

　
ま
も
な
く
、
小
樽
警
察
署
と
北
海
道
警
察
捜
査
一
課
の
パ
ト
カ
ー
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。

「
又
君
た
ち
か
。」

「
え
え
、
橘
警
部
。」

「
警
部
、
運
河
で
殺
害
さ
れ
た
の
は
、
橋
本
遊
馬
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
あ
っ
、
こ
の
人
。」
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と
、
花
陽
は
驚
い
た
。

「
何
か
、
知
っ
て
る
の
か
。」

「
え
え
、
そ
の
人
は
確
か
、
有
楽
町
の
事
件
の
仲
間
ら
し
い
の
。」

「
な
ん
だ
っ
て
。」

「
う
ん
、
多
分
、
有
楽
町
の
事
件
と
北
斗
星
の
事
件
も
関
係
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」

「
と
い
う
事
は
、
仲
間
割
れ
の
可
能
性
か
。」

「
え
え
、
恐
ら
く
。」

　
達
仁
は
、
警
視
庁
の
十
津
川
警
部
に
電
話
し
て
み
た
。

「
う
ん
、
な
る
ほ
ど
、
わ
か
っ
た
、
あ
あ
そ
う
だ
南
君
、
例
の
強
盗
事
件
の
だ
け
ど
意
外
な
こ
と
が
分
か
っ

た
よ
、
２
人
の
強
盗
の
中
で
も
、
も
う
１
人
い
た
、
名
前
は
安
相
　
誠
司
、
ど
う
や
ら
無
免
許
運
転
で

強
要
さ
れ
た
ら
し
い
ん
だ
。」

「
そ
れ
本
当
、
十
津
川
警
部
。」

「
あ
あ
、
そ
れ
か
ら
被
害
者
の
村
瀬
は
元
宝
石
店
の
店
員
だ
っ
た
ん
だ
、
２
年
前
に
退
職
に
江
川
商
会
に

勤
務
し
て
い
た
ん
だ
。」

「
そ
う
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
十
津
川
警
部
。」

「
う
ん
。」

　
そ
こ
へ
、
西
本
刑
事
と
北
条
刑
事
が
や
っ
て
来
た
。

32  第５章　小樽



「
警
部
、
被
害
者
の
橋
本
は
強
盗
の
一
味
と
判
明
し
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
、
犯
人
は
橋
本
を
殺
害
し
た
の
か
。」

「
え
え
、
恐
ら
く
仲
間
割
れ
で
し
ょ
う
。」

「
う
ん
、
犯
人
は
恐
ら
く
、
北
海
道
に
居
る
は
ず
だ
。」

「
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。」

「
今
、
亀
さ
ん
と
清
水
と
日
下
が
北
海
道
へ
向
か
っ
て
い
る
。」

「
そ
う
ね
。」

　
一
方
、
亀
井
刑
事
と
清
水
刑
事
と
日
下
刑
事
は
犯
人
を
追
う
た
め
、
北
海
道
へ
向
か
っ
て
い
た
。
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第
６
章
　
函
館

　　
８
時
９
分
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
小
樽
駅
か
ら
キ
ハ
４
０
系
の
気
動
車
で
あ
る
。

「
小
樽
凄
か
っ
た
わ
ね
。」

「
本
当
ね
。」

「
ね
ぇ
穂
乃
果
、
函
館
と
言
え
ば
な
ん
だ
と
思
う
。」

「
そ
う
ね
、
函
館
と
言
え
ば
朝
市
か
な
。」

「
そ
う
だ
な
、
俺
は
五
稜
郭
行
っ
て
見
た
い
な
。」

「
う
ん
、
私
も
行
っ
て
見
た
い
わ
。」

　
と
、
こ
と
り
は
言
う
。

　
１
１
時
８
分
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
が
乗
っ
た
列
車
は
、
室
蘭
本
線
の
分
岐
駅
長
万
部
に
到
着
し
た
。

「
こ
こ
が
長
万
部
駅
ね
。」

「
う
ん
。」

「
函
館
ま
で
は
ど
う
や
っ
て
行
く
の
。」

「
次
の
函
館
本
線
の
特
急
「
北
斗
４
号
」
は
１
１
時
１
８
分
か
。」

「
こ
れ
に
乗
れ
ば
函
館
へ
行
け
る
の
ね
。」
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１
１
時
１
８
分
、
函
館
行
特
急
「
北
斗
４
号
」
が
入
線
し
て
き
た
。

「
や
っ
と
来
た
か
。」

　
と
、
穂
乃
果
は
特
急
「
北
斗
」
の
写
真
を
撮
っ
た
。

「
お
待
た
せ
、
達
仁
君
。」

「
早
く
し
ろ
よ
な
。」

「
だ
っ
て
、
北
斗
に
乗
る
の
は
初
め
て
だ
か
ら
写
真
撮
っ
て
た
の
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
、
自
由
席
に
座
り
、
函
館
本
線
の
車
窓
を
眺
め
た
。

　
プ
ァ
ー
ン
!

「
大
沼
公
園
だ
わ
。」

「
函
館
本
線
の
車
窓
だ
か
ら
な
。」

「
う
ん
。」

　
特
急
「
北
斗
４
号
」
は
１
２
時
４
３
分
に
到
着
し
た
。

　
函
館

「
函
館
と
い
え
ば
、
五
稜
郭
に
ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
に
八
幡
坂
。」

「
着
て
よ
か
っ
た
よ
、
北
海
道
へ
。」

「
後
、
朝
市
に
函
館
港
も
見
に
行
こ
う
ぜ
。」

「
わ
お
っ
。」
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と
い
い
な
が
ら
、
函
館
市
内
を
回
っ
た
。

「
昼
食
の
後
は
、
五
稜
郭
見
物
だ
。」

「
う
ん
。」

　
五
稜
郭

「
結
構
、
人
気
の
場
所
な
ん
だ
ね
。」

「
う
ん
、
何
し
ろ
北
海
道
の
文
化
遺
産
だ
か
ら
な
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
ハ
リ
ス
ト
ス
教
会
を
見
物
し
た
。

「
よ
し
っ
、
写
真
撮
る
よ
。」

「
達
仁
君
、
キ
レ
イ
に
撮
っ
て
よ
。」

「
わ
か
っ
て
る
ぜ
。」

　
カ
シ
ャ
ッ

　
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
。

「
ね
ぇ
達
仁
君
、
私
ね
函
館
て
言
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
。」

「
そ
れ
は
、
何
処
な
ん
だ
い
。」

「
八
幡
坂
だ
よ
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
穂
乃
果
が
行
っ
て
見
た
い
っ
て
言
っ
て
た
な
。」
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「
う
ん
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
達
は
八
幡
坂
に
や
っ
て
来
た
。

「
凄
い
坂
ね
。」

「
穂
乃
果
、
撮
る
よ
。」

「
う
ん
。」

　
達
仁
は
穂
乃
果
が
八
幡
坂
で
写
真
を
撮
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
。」

「
じ
ゃ
あ
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
行
っ
て
見
よ
う
か
。」

「
賛
成
!
。」

　
そ
し
て
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
見
物
す
る
事
に
し
た
。

「
こ
ん
な
に
店
が
沢
山
あ
る
ん
だ
。」

「
う
ん
、
ど
ん
な
店
が
あ
る
の
か
な
。」

「
た
く
さ
ん
あ
る
わ
ね
。」

　
そ
の
時
、
あ
る
人
に
声
を
掛
け
た
。

「
よ
ぉ
、
南
君
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
あ
っ
、
亀
井
刑
事
。」

「
や
っ
ぱ
り
南
君
の
言
う
通
り
だ
っ
た
よ
。」
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「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
。」

「
多
分
、
こ
の
人
で
は
な
い
か
と
。」

「
や
っ
ぱ
り
。」

　
達
仁
は
、
吉
岡
海
底
駅
に
降
り
た
後
、
木
古
内
に
逃
亡
し
た
と
確
信
し
た
。

「
恐
ら
く
犯
人
は
函
館
山
に
現
れ
ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
早
速
北
海
道
警
察
に
も
連
絡
し
て
お
く
。」

「
じ
ゃ
あ
お
願
い
ね
、
亀
井
刑
事
。」

「
わ
か
っ
た
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
花
陽
は
函
館
山
に
行
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

「
イ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
、
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
。」

「
や
っ
ぱ
り
お
前
が
犯
人
だ
っ
た
の
か
。」

「
だ
、
誰
だ
て
め
ぇ
は
!
。」

「
ロ
イ
ヤ
ル
Ａ
で
江
川
さ
ん
を
殺
害
し
、
吉
岡
海
底
駅
で
下
車
し
、
木
古
内
に
逃
げ
た
。」

「
よ
く
ぞ
見
破
っ
た
な
、
高
校
生
探
偵
。」

「
そ
し
て
あ
な
た
は
、
小
樽
で
強
盗
の
仲
間
を
絞
殺
し
て
運
河
に
落
と
し
た
。」

「
な
、
な
ぜ
わ
か
っ
た
の
だ
、
私
の
計
画
が
。」

「
あ
な
た
は
有
楽
町
で
起
き
た
宝
石
強
盗
の
犯
人
だ
か
ら
だ
。」
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「
く
そ
ー
っ
、
て
め
ぇ
ら
は
何
者
だ
!!
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
こ
ん
な
所
で
捕
ま
っ
て
た
ま
る
か
。」

「
そ
こ
ま
で
だ
、
本
荘
　
聖
。」

　
そ
こ
へ
、
橘
警
部
と
亀
井
刑
事
と
清
水
刑
事
と
日
下
刑
事
が
や
っ
て
来
た
。

「
又
も
お
手
柄
で
し
た
ね
、
南
さ
ん
。」

「
え
え
。」

「
そ
れ
に
し
て
も
お
手
柄
だ
ぞ
。」

「
い
や
ー
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
。」

　
宝
石
強
盗
の
犯
人
本
荘
　
聖
は
仲
間
の
橋
本
と
村
瀬
と
安
相
殺
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　
函
館
朝
市

「
う
わ
ー
、
に
ぎ
や
か
だ
ね
。」

「
う
ん
、
函
館
の
朝
市
は
北
国
の
台
所
だ
か
ら
な
。」

「
美
味
し
そ
う
な
、
魚
も
あ
る
わ
ね
。」

「
う
ん
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
盛
岡
行
Ｌ
特
急
「
は
つ
か
り
１
４
号
」
と
「
や
ま
び
こ
４
号
」

に
乗
り
次
い
で
帰
っ
た
。
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